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T-2588の 臨床的検討

和 田 光 一 ・森 本 隆 夫 ・荒 川 正 昭

新潟大学医学部第二内科

新 しいセフェム系経口抗生剤であるT-2588を 肺炎7例,急 性気管支炎2例,扁 桃炎1例,膀 胱

炎7例 に使用 し,そ の臨床効果および副作用について検討 した。

T-2588は 全例経口で使用 し,1目 使用量は100～300mg,使 用 日数は6～24日,総 使用量は

0.7～7.29で あ った。

本剤使用による臨床効果は,呼 吸器感染症10例 では著効1例,有 効7例,や や宥効2例 であり,

膀胱炎7例 では有効6例,無 効1例 で,有 効率は82.4%で あった。

本剤によると思われる副作用は1例 に発疹,1例 に苦味感がみられたのみであ り,臨 床検査値の

異常は認めなかった。

T-2588は 富山化学工業(株)で 開発された新しい経

口用セフェム系抗生剤で あり,化 学構造式はF噛1に

示すごとくである。本剤は内服後腸管から吸収され腸管

壁のエステラーゼによって抗菌活性を示すT-2525に 速

やかに分解され るprodrugで ある。本剤の抗菌力は従

来の経 口用セフェム剤やベ ーシリソ剤と異なり,各 種

β-lactamaseに 安定で,グ ラム陽性および陰性菌に広範

囲な抗菌スペクトルを有し,と くにE. coli, k.pneu-

moniae, P.mirabilis, H.influenzaeに は従来の経 口

セフェム剤より強い抗菌力を示す1)。

今回,私 達はT-2588の 臨床効果と副作用について検

討 したので,そ の成績を報告する。

I. 対象および方法

対象は,昭 和59年6月 より59年12月 までの7カ

月間に新潟大学医学部附属病院第二内科で取 り扱った外

Fig. 1 Chemical structure of T-2588 and T-2525
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来および入院症例のうち17例 の軽症ないし中等症の感

染症症例である。年齢は22～82歳,性 別は男佳6例,

女性11例 であった。感染症の内訳は肺炎7例,急 性気

管支炎2例,扁 桃炎1例,膀 胱炎7例 であり,対 象症例

のうち15例 が基礎疾患を有 していた。

T-2588の1日 使用量は100mg×3が16例 で,基礎

疾患に慢性腎不全を有 している1例 のみ100mg×1を

使用 した。使用日数は6～24日 であった。

効果の判定は,呼 吸器感染症では喀疾から分離された

起炎菌による細菌学的効果と自覚症状や他覚所見の改善

度による臨床効果の2面 か ら行なった。また,尿 路感染

症では尿中より分離された細菌による細菌学的効果と臨

床効果から判定 した。臨床効果の判定については主治医

の意見を採用 し,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階

に分けて判定 した。

II. 成 績

対象症例の概要はTable1に 示 した。全症例の臨床効

果を総括すると,著 効1例,有 効13例,や や 有効2

例,無 効1例 であった。疾患別にみると,肺 炎7例 では

著効1例,有 効5例,や や有効1例 であ り,急 性気管支

炎2例 では有効1例,や や有効1例 で 扁桃炎1例 は有

効であった。膀胱炎7例 では有効6例,無 効1例 であっ

た。細菌学的効果は,呼 吸器感染症では消失5例,不 変

1例,不 明4例 であり,膀 胱炎では消失4例,減 少1

例,菌 交代1例,不 明1例 であった。

副作用については,症 例3でT-2588使 用7日 目に軽

度の発疹を認めたが,使 用中止により消失した。また,

症例10に 服用後軽度の苦味感を認めたが投薬をそのま

ま継続 した。T-2588の 治療前後に行なった末梢血中の

赤血球数(RBC),血 色素量(Hb),ヘ マ トクリッ ト

(Ht),白 血球数(WBC),白 血球分画,血 小板 また血清
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のGOT,GPT,ア ル カリフォスファターゼ(AレP),ビ

リルビン,尿 素鐘素(BUN),ク レアチaン(Cr),Na,

K,Cl,さ らに尿蛋白の結果をTable2に 示 したが,検

討 しえたかぎりではT-2588使 用後に異常値を示した症

例は認められなかった。

III. 考 案

呼吸器感染症10例 と尿路感染症7例 に ↑-2588に よ

る治療を行ない,臨 床効果と副作用を検討 した。

呼吸羅感染症のうち7例 は軽症から中等症狸度の肺炎

であり,気 管支拡張症3例,慢 性肺気腫1例,陳 旧性肺

結核1例,Aspergilloma 1例 と6例 は基礎疾患を有し,

呼吸器感染症をくり返 している症例であった。これらに

対する臨床効果は薯効1例,有 効5例,や や宥効1例 と

有効率は高かった。これは,今 回検討 した肺炎の起炎菌

がH.influenzae 4例,K.pneumoniue 1例,E.coli 1

例,不 明1例 で,不 明例を除いて全てグラム陰性菌によ

るものであり,本 剤がこれらの菌に対しては従来の経ロ

セフェム剤,ペ ニシリン剤と比較 して抗菌力が強いため

であろう。 しか し,一 般に肺炎の起炎菌はこれらグラム

陰性菌の頻度が高 く,T-2588は 肺炎に対 し十分に有効

性が期待される抗生剤である。ちなみに今回検討した肺

炎例における細菌学的効果では,H.influenzaeとK.

Pneumoniaeは 全 て除菌されていて,症 例4のE.coliを

起炎菌とした肺炎の1例 のみ不変であった。本例は基礎

疾患にAspergillomaを もち慢性呼吸不全のため酸素療

法を1年 以上続けてお り,E.coliに よる肺炎をくり返し

おこしている極めて除菌困難な症例であった。急性気管

支炎2例,扁 桃炎1例 の計3例 に対す る本剤の臨床効果

は有効2例,や や有効1例 であった。起炎菌はいずれも

不明であった。

次に尿路感染症については,今 回検討 した7例 は全て

膀胱炎であったが,全 例基礎疾患を有 していた。その内

訳は糖尿病2例,慢 性腎不全1例,SLE1例,慢 性関節

リューマチ1例,特 発性血小板減少症1例,間 質性肺炎

1例 であった。T-2588の 臨床効果は有効6例,無 効1

例 であった。起炎菌はE.coli 4例,K.pneumoniae 1

例,P.mirrabilis 1例,不 明1例 であり,細 菌学的効果は

消失4例,減 少1例,菌 交代1例,不 明1例 であった。

症例12はP.mirabilisを 起炎菌 とした膀胱炎である

が,本 例はSLEの 脊髄障害による排尿障害のためカテ

ーテルを持続的に挿入した症例であったが。本剤使用後

も膿尿が続き,起 炎菌がE.cloacaeへ 菌交代をおこした

ため無効 とした。症例16はABPCが 無効であった膀胱

炎症例で,起 炎菌は β-lactamase産 生 のE.coliで あっ

た。本菌に対するMICは10sで,cephalexiq (CEX)

12.5,cefaclor(CCL)12.5,amoxicillin (AMPC)100
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μg/ml以 上 であったが,T-2525は0.2μg/mlで あ っ

た。本例は慢性腎不全症例で あったため,T-2588を1

日100mg,1回 使用した結果有効であ り,起 炎菌も除

菌されていた。

今回私達が検討 した臨床有効率をまとめると,呼 吸器

感染症では80.0%,尿 路感染症では85.7%で,両 者を

総計すると82.4%で あ った。 これは全国集計uの 有効

率,即 ち呼吸器感染症78.6%,尿 路感染症90%,内 科

領域全体80.3%と ほぼ見合 う結果であ り,T-2588は

高い有効率を表わしていると考えられる。

副作用では,症 例3で 軽度の発疹が認められたが,本

剤中止のみで消失した。また,症 例10に 服用後軽度の

苦味感が認められたがそのまま継続投与した。本剤によ

る治療後の臨床検査値の異常は認められなか った。全国

集計1)でも,本 剤による副作用発現率は2.7%eと 低 く,

T-2588の 安全性は十分に評価される。

T-2588は 各種 β-laetamaseに 安定で,グ ラム陽性お

よび陰性菌に広範囲な抗菌スベ クトルを有 し,と くに

E.coli, k.pneumoniae, P.mirabilis, H.influenzaeに

は従来の経ロセフェム,ペ ニシリン剤より強い抗菌力を

示す。 したがって,T-2588は 慢性を含めた軽症ないし

中等症の呼吸器感染症および尿路感染症に有効な抗生剤

であると考えられる。
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CLINICAL STUDY OF T-2588 

KOUICHI WADA, TAKAO MORIMOTO and MASAAKI ARAKAWA 

The Second Department of Internal Medicine, School of Medicine, Niigata University 

T-2588, a new cephem antibiotic, was orally administrated to 10 patients with respiratory tract 
infection and 7 patients with urinary tract infection. Severity of these infections was mild or 
moderate. The patients were administrated the drug for 6 to 24 days in dose of 100-400 mg/day. 

Clinical effects were excellent in one case, good in 13 cases, fair in 2 cases, poor in one case, 
showing an efficacy rate of 82. 4%. 

Concerning the side effects, each one patient showed exanthema and bitter taste. Abnormal 
laboratory findings possibly related to this drug were not observed in any of these cases.


